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○

連
結
財
務
諸
表
の
用
語
、
様
式
及
び
作
成
方
法
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
大
蔵
省
令
第
二
十
八
号
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章

（
略
）

第
一
章

（
略
）

第
二
章

連
結
貸
借
対
照
表

第
二
章

連
結
貸
借
対
照
表

第
一
節
・
第
二
節

（
略
）

第
一
節
・
第
二
節

（
略
）

第
三
節

負
債
（
第
三
十
五
条
―
第
四
十
一
条
の
二
）

第
三
節

負
債
（
第
三
十
五
条
―
第
四
十
一
条
）

第
四
節
・
第
五
節

（
略
）

第
四
節
・
第
五
節

（
略
）

第
三
章
〜
第
七
章

（
略
）

第
三
章
〜
第
七
章

（
略
）

附
則

附
則

（
特
別
目
的
会
社
の
債
務
等
の
表
示
）

第
四
十
一
条
の
二

連
結
の
範
囲
に
含
め
た
特
別
目
的
会
社
（
財
務
諸
表
等
規
則

（
新
設
）

第
八
条
第
七
項
に
規
定
す
る
特
別
目
的
会
社
を
い
う
。
）
が
有
す
る
ノ
ン
リ
コ

ー
ス
債
務
（
当
該
特
別
目
的
会
社
の
資
産
の
全
部
又
は
一
部
及
び
当
該
資
産
か

ら
生
じ
る
収
益
の
み
を
返
済
原
資
と
し
、
当
該
資
産
以
外
の
資
産
及
び
当
該
収

益
以
外
の
収
益
に
遡
及
し
な
い
債
務
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。

）
に
つ
い
て
は
、
当
該
ノ
ン
リ
コ
ー
ス
債
務
を
示
す
名
称
を
付
し
た
科
目
を
も

つ
て
流
動
負
債
又
は
固
定
負
債
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
ノ

ン
リ
コ
ー
ス
債
務
を
社
債
又
は
借
入
金
そ
の
他
の
負
債
を
示
す
科
目
（
ノ
ン
リ

コ
ー
ス
債
務
を
示
す
名
称
を
付
し
た
科
目
を
除
く
。
）
に
含
め
て
表
示
す
る
こ
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と
を
妨
げ
な
い
。

２

前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
表
示
す
る
場
合
に
は
、
社
債
又
は
借
入
金
そ

の
他
の
負
債
を
示
す
科
目
別
に
ノ
ン
リ
コ
ー
ス
債
務
の
金
額
を
注
記
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３

ノ
ン
リ
コ
ー
ス
債
務
に
対
応
す
る
資
産
に
つ
い
て
は
、
当
該
資
産
の
科
目
及

び
そ
の
金
額
を
注
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



○ 連 結 財 務 諸 表 の 用 語 、 様 式 及 び 作 成 方 法 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 五 十 一 年 大 蔵 省 令 第 二 十 八 号 ） 
 

改  正  案 現     行 
様式第九号 

【社債明細表】 
（略） 

（記載上の注意） 

１．～８． （略） 

９． 特別目的会社（財務諸表等規則第８条第７項に規定する特別目的会社をいう。）の発行している社債

がノンリコース債務（第41条の２第１項に規定するノンリコース債務をいう。）に該当する場合には、

欄外にその旨を記載すること。 
10．～12. （略） 

様式第九号 

【社債明細表】 
（略） 

（記載上の注意） 

 １．～８. （略） 

（新設） 

 
 
 ９．～11．（略）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○ 連 結 財 務 諸 表 の 用 語 、 様 式 及 び 作 成 方 法 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 五 十 一 年 大 蔵 省 令 第 二 十 八 号 ） 
 

改  正  案 現     行 
様式第十号 

【借入金等明細表】 
（略） 

（記載上の注意） 

１． 第37条第１項第２号に規定する短期借入金、同項第３号及び第38条第１項第３号に規定するリース

債務、同項第２号に規定する長期借入金（連結貸借対照表において流動負債として掲げられているも

のを含む。以下同じ。）並びにその他の負債であって、金利の負担を伴うもの（社債を除く。以下「そ

の他の有利子負債」という。）について記載すること。 

２． １．にかかわらず、第41条の２第１項の規定により表示したノンリコース債務については、１に規

定する短期借入金、リース債務、長期借入金及びその他の有利子負債とは、別に区分して記載するこ

と。 
３．～７． （略） 

８． （略） 

様式第十号 

【借入金等明細表】 
（略） 

（記載上の注意） 

 １． 第37条第１項第２号に規定する短期借入金、同項第３号及び第38条第１項第３号に規定するリース

債務、同項第２号に規定する長期借入金（連結貸借対照表において流動負債として掲げられているも

のを含む。以下同じ。）並びにその他の負債であって、金利の負担を伴うもの（社債を除く。第６号

において「その他の有利子負債」という。）について記載すること。 

 （新設） 

  
 
２．～６． （略） 

７． （略） 

 


